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被災地の復興を
願って

市では災害が起きた時、 い

ち早く正確な災害情報を市

民の皆さんへお伝えするた

めに、 防災行政無線を整備

しています。

現在、 市内 70 カ所に設置

されている屋外拡声子局か

らは、 各家庭の戸別受信機

と同時に災害情報や全国瞬

時警報システムによる放送

が流されます。

（関連記事３ページ）

屋外拡声子局（屋外スピーカー）
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被災者の受け入れ
4 月 1 日・教員住宅に、宮城県から 5人、
福島県から 7 人を受け入れました。（4
月 11 日現在 4世帯 13 人を受け入れ）

被災者支援に向けて
3 月 22 日・救援物資以外の支援に向け
て「安曇野市東日本大震災物資等支援
対策会議」を開催

災害救援物資の輸送（第1次）
3 月 14 日・武蔵野市の友好都市である
岩手県遠野市へペットボトル入りの水
や灯油、粉ミルクなどを輸送し、翌 15
日に現地へ届けました。

災害救援物資の輸送（第２次）
3 月 18 日・岩手県遠野市への第 2 便と
なる災害支援物資を輸送しました。

義援金箱の設置
3 月 14 日・市役所各庁舎に義援箱を設
置しました。また、防災行政無線でご
協力を呼びかけました。

市職員の派遣
4 月 5 日・宮城県多賀城市へ上水道課職
員 4人を派遣。4月 8日保健師 1人を岩
手県陸前高田市へ派遣。

被災者総合窓口の設置
3 月 25 日・「被災者受入窓口」を危機管
理室に設置。市営住宅等 10 戸確保。一
般からの提供可能な住宅等の情報受付
を開始しました。

被災状況報告会
3 月 16 日・岩手県遠野市への輸送を担
当した職員から現地の被害状況につい
て、市長ほか関係職員が報告を受けま
した。

物資等支援団体と連携
3 月 17 日・市内の支援実施各団体と連
携を図るため、関係者連絡会議を開催。
同日、市内 12 カ所に救援物資受付窓口
を開設しました。

ホームページに対応情報を掲載
3 月 14 日・今回の震災に対する安曇野
市の対応について、市ホームページに
情報の掲載を開始しました。

被災地の

復興を願って

この度の震災でお亡
くなりになられた皆さ
まに哀悼の意を表しま
すとともに、被災され
た皆さまに心からお見
舞い申し上げます。
この度の震災による
被災地支援に対する安
曇野市の主な取り組み
についてご報告します。

東日本大震災

長野県北部地震

災害義援金

24,055,842 円
平成23年3月31日現在

皆さまのご協力によりお
寄せいただいた義援金は、
日本赤十字社を通じ被災地
の支援に役立てます。
引き続き、皆さまからの
ご支援をお願いします。

⎛※最新の情報は市ホームページ⎞
⎝　をご覧ください。　　　　　⎠
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繰入金
5.1％
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■平成 22年度
■平成 23年度

会　計　名 平成23年度予算 平成22年度予算 対前年度
増減

対前年度
比較（％）

安曇野市一般会計 35,520,000 35,350,000 170,000 0.5 

安曇野市同和地区住宅新築資金等　　　　
　貸付事業特別会計　 1,332 2,936 △ 1,604 △ 54.6

安曇野市国民健康保険特別会計　　　　　 9,182,276 9,378,047 △ 195,771 △ 2.1

安曇野市老人保健特別会計　　　　　　　 0 7,600 △ 7,600 △ 100.0

安曇野市後期高齢者医療特別会計　　　　 827,086 890,576 △ 63,490 △ 7.1

安曇野市介護保険特別会計　　　　　　　 7,226,022 6,825,176 400,846 5.9

安曇野市下水道事業特別会計　　　　 4,334,135 4,768,286 △ 434,151 △ 9.1

安曇野市農業集落排水事業特別会計　　　 186,005 192,429 △ 6,424 △ 3.3

安曇野市上川手山林財産区特別会計 2,919 1,852 1,067 57.6

安曇野市北の沢山林財産区特別会計　　　 5,097 6,153 △ 1,056 △ 17.2

安曇野市有明山林財産区特別会計　　　　 960 963 △ 3 △ 0.3

安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計　　 738 626 112 17.9

安曇野市穂高山林財産区特別会計　　　　 709 588 121 20.6

安曇野市産業団地造成事業特別会計　　　 263,470 273,336 △ 9,866 △ 3.6

特別会計合計 22,030,749 22,348,568 △ 317,819 △ 1.4

総計（一般会計＋特別会計） 57,550,749 57,698,568 △ 147,819 △ 0.3

会計名等 平成23年度予算 平成22年度予算 対前年度
増減

対前年度
比較（％）

安曇野市水道事業会計

収益的収入 1,998,305 1,983,579 14,726 0.7

収益的支出 1,892,569 1,895,147 △ 2,578 △ 0.1

資本的収入 125,371 167,706 △ 42,335 △ 25.2

資本的支出 913,117 1,354,978 △ 441,861 △ 32.6

安曇野市営宿舎事業会計

収益的収入 27,561 16,317 11,244 68.9

収益的支出 41,657 21,883 19,774 90.4

資本的収入 0 0 0

資本的支出 4,064 18,068 △ 14,004 △ 77.5

単位：千円

市議会３月定例会は３月
22日、23年度の当初予
算を賛成多数で可決し閉
会しました。
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35億
8,400万円

14億
5,800万円

14億
6,700万円

43億
2,500万円 38億

5,500万円

45億
6,200万円

46億
9,900万円

5,000万円
5,000万円

0 0

109億
1,900万円

101億円

3億
5,100万円 9,900万円

1億円

平成23年度～平成32年度

財政計画を策定

市民１人当たりの予算額は？
4 万 9,210 円 10 万 9,941 円

2 万 5,607 円 1 万 7,625 円

1 万 3,244 円 3 万 6,085 円

1 万 4,776 円 3 万 8,821 円

4 万 7,315 円 5,037 円

庁舎や財産の維持管理､ 税金の徴収､ 戸籍管
理､ 選挙､ 統計など

障がい者や高齢者の福祉サービス､ 子育て支援､
保育所､ 生活保護など

健康増進、疾病予防、環境保全、清掃費など 農林業振興、生産基盤整備など

商工業や観光の振興など 道路､ 河川､ 公園など社会資本基盤整備など

消防や火災予防､ 水防など 学校教育､生涯学習の充実､文化･スポーツの振興など

市債の元利償還金 議会費、労働費など

総務費 民生費

衛生費 農林水産業費

商工費 土木費

消防費 教育費

公債費 その他

合 併前の平成 17年 2月に策定したまちづくり計

画（新市建設計画）の中で、財政計画が策定さ

れていましたが、合併後 5年が経過する中、経済情勢

や社会情勢等の変化により、事業計画と実施事業との隔

たりが見られてきたため見直しを行いました。

今回の財政計画は、今後の財政運営の指針とするもの

で、過去の財政状況や現在の財政制度等を参考に、合併

による財政支援や実施計画による事業を勘案、また、策

定期間についても旧合併特例債の活用期限（平成 27年

度末）を鑑み、平成 23年度からの 10年間としています。

今後も経済動向や地方財政計画等により、必要に応じ

見直しを行う予定です。

（計画表は市ホームページでご覧いただけます）

特集●平成 23 年度　予算

合計   35 万 7,661 円
（人口 99,312 人　H23.4.1 時点）
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４ つ の 重 点 目 標

目標を具体化する取り組み

１２

３

４
健全な財政運営安心・安全で健やかに

暮らせる住環境確保

活力ある産業・観光
基盤づくり

協働によるひとを育む
まちづくりの推進

本庁舎等基本設計・実施設計業務公立保育園整備（北穂高・豊科南部）

おひさま推進協議会補助

電気自動車導入事業

国内友好交流事業

国際友好交流事業

協働のまちづくり推進

自主防災組織強化

安曇野検定

地区公民館建設補助

農業農村振興計画策定

ほりでーゆ～整備事業

産業支援コーディネーター

観光戦略支援コーディネーター

新たな食による情報発信

インターチェンジ名称変更アンケート

子宮頸がん等ワクチン接種事業

デジタル移動系防災行政無線整備

小中学校施設整備

地球温暖化防止実行計画策定

レッドデータブック作成基礎調査

明科総合支所施設改築事業

コールセンター設置

公共施設等の見直し方針策定

事業費／4,495万5,000円
本庁舎等建設の基本設計と実施設計業務を
行います。

事業費／2億7,196万2,000円
北穂高保育園の改築工事と豊科南部保育園
の旧園舎解体や駐車場整備等を行い保育園
の整備を図ります。

事業費／1,500万円
今春から放送されている連続テレビ小説「お
ひさま」の舞台を契機とし、観光振興や地域
振興の活性化を図ります。

事業費／146万2,000円
環境に優しいエコカー導入を行い、エコドラ
イブを実践します。

事業費／510万7,000円
国内の友好交流都市との連携・交流を深めお
互いの特性を生かし、文化交流と人材育成を
推進します。

事業費／503万8,000円
国際友好都市との交流について、市民団体で
活動を展開できる環境を推進します。

事業費／424万9,000円
市民活動の活性化と協働の推進のため、地域
の先進的な市民活動に対し支援します。

事業費／350万円
自主防災組織が行う防災訓練や資機材の購
入経費に対し支援を行います。

事業費／139万1,000円
市民が市全体の歴史・文化を知る機会として
検定を実施します。

事業費／1,694万4,000円
施設の老朽化等により改築や改修を行う地
区公民館に対し補助を行い施設整備を図り
ます。

事業費／1,050万円
将来を見据えた農業振興と農村振興の基本
となる計画の策定を行います。

事業費／1億9,183万円
施設の延命を図るため、ほりでーゆ～四季の
郷の大規模改修工事を行います。（平成 23
年度から 24 年度）

事業費／491万4,000円
高度化・多様化する中小企業の販路拡大や新
商品開発等の創造活動に対し総合的な助言
を行います。

事業費／374万4,000円
地域資源の発掘や新たなツーリズム商品の
企画開発を図ります。

事業費／337万5,000円
「安曇野Ｂ級ご当地グルメ」グランプリを開
催し食を通じた地域全体の活性化を図る。ま
た、野菜スイーツマップの作成を行います。

事業費／53万6,000円
豊科ＩＣ名称変更に伴う市民等への意向調
査を行います。

事業費／2億213万円
子宮頸がん・ヒブ・肺炎球菌ワクチン接種の
推進を図り早期予防に努めます。

事業費／1億9,496万2,000円
周波数の異なる旧町村の無線機をデジタル
化し、災害時における通信手段としての整備
を図ります。事業は平成 21 年度から行い今
年度が最終年度となりました。

事業費／3億3,016万6,000円
豊科北小学校の耐震補強大規模工事を引き
続き行います。また豊科南小学校の教室等の
増改築や豊科北中学校の理科室を改築し施
設整備を図ります。

事業費／315万円
CO2 排出量抑制のための計画策定を行い
ます。

事業費／170万円
生物多様性の維持、住民への自然保護活動啓
発等を目的として基礎調査を行います。

事業費／3億950万円
明科総合支所北側に総合支所と公民館機能
を併設した複合施設建設工事に着手します。

事業費／815万8,000円
市税未納者の内、初期段階の人へ自主的な納
付を促し、市税の納期内確保と徴収率の向上
を図ります。

事業費／619万5,000円
公共施設の在り方の検討・見直しを行い、経
費削減を図る。また、公共施設の使用料の見
直しを行い、行政サービスに対する市民負担
の公平性の確保を図ります。

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新新

新
新

新

新 は 23 年度新たに予算化された事業です。
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それぞれの地域審議会が提言書を提出
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画
企
（

▼
弘
充
国
千）
長
係
当
担
政

部
境
環
民
市

長
課
民
市

佐
補
長
課
民
市
部
境
環
民
市
（

▼
子
京
沢
三）
長
係
民
市
兼

部
祉
福
康
健

長
課
護
介
者
齢
高

福
会
社
部
祉
福
康
健
（

力
々
等）
長
係
務
総
祉
福
兼
佐
補
長
課
祉

己
素

長
課
育
保
童
児
部
祉
福
康
健
▼

教
（

校
学
兼
佐
補
長
課
育
教
校
学
会
員
委
育

▼
基
井
臼）
長
係
設
施

務
林
地
耕
部
林
農

長
課

林
兼
佐
補
長
課
務
林
地
耕
部
林
農
（

▼
二
啓
島
寺）
長
係
当
担
務

部
設
建
市
都

長
課
理
監

佐
補
長
課
理
監
部
設
建
市
都
（

横）
長
係
進
推
業
事
県
国
兼
長
係
務
庶
兼

正
山

流
交
兼
長
課
化
文
会
員
委
育
教
▼

化
文
会
員
委
育
教
（

徳
和
野
原

祉
福
民
市
所
支
合
総
高
穂
▼

長
課

補
長
課
援
支
域
地
所
支
合
総
高
穂
（

泉
沼
飯）
長
係
進
推
り
く
づ
ち
ま
兼
佐

▼建
兼
事
参
副
課
進
推
設
建
舎
庁
部
務
総

長
係
当
担
設

備
準
設
建
舎
庁
本
部
務
総
（

男
雅
萱
細）
長
係
当
担
画
計
兼
佐
補
長
室

兼
事
参
副
課
策
政
報
情
部
政
財
画
企
▼

長
係
策
政
報
情

策
政
報
情
部
政
財
画
企
（

夫
昭
井
蓮）
長
係
策
政
報
情
兼
佐
補
長
課

】
者
職
退
【

成
平
（

23
年
3
月
31

部
付
日

）
上
以
級
長
課
・
長

保
久
▼）
長
部
政
財
画
企
（雄
一
木
二
▼

博
川
細
▼
）
長
部
設
建
市
都
（
次
栄
田

道
水
下
上
（昇
旗
古
▼）
長
部
林
農
（水

会
兼
者
理
管
計
会
（司
賢
原
萩
▼）
長
部

局
務
事
会
議
（雄
朝
今
林
平
▼）
長
局
計

根
曽
▼）
長
次
育
教
（雄
常
沼
飯
▼）
長

一
信
志
一
▼）
長
所
支
合
総
高
穂
（衛
原

子
里
屋
土
▼）
長
所
支
合
総
金
堀
（郎

道
廣
川
小
▼）
長
課
民
市
部
境
環
民
市
（

渋
▼）
長
課
護
介
者
齢
高
部
祉
福
康
健
（

課
育
保
童
児
部
祉
福
康
健
（子
房
見
田

課
化
文
会
員
委
育
教
（彦
邦
内
竹
▼）
長

支
域
地
所
支
合
総
金
堀
（仁
田
嶋
▼）
長

）
長
課
設
建
業
産
兼
長
課
援

新しい組織 いままでの組織

総務部 総務部

都市建設部 都市建設部建築住宅課 建築住宅課建築景観係 建築景観係

開発調整係

住宅係

住宅係

収納課 収納課管理担当 収納担当

整理担当

建設担当 計画担当庁舎建設推進課 本庁舎建設準備室

４月から市役所の組織の一部が変わりました
　市では、きめ細かい行政サービスを提供するために、4月から組織機構の一部を変更しました。
●総務部収納課→管理担当と整理担当の 2担当制になりました。
●総務部本庁舎建設準備室→庁舎建設推進課（建設担当）に変更しました。
●都市建設部建築住宅課→開発調整係を新設。土地利用や開発にかかわる相談窓口はこちらに
　なります。
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え
め
え
め
「
は
り
つ
ま
謡
童

児

羊
山

の
」

夫
秀
森
藤
る
あ
で
者
詞
作

(

ツ
イ
ド
・
人
詩

身
出
科
豊
・
者
学
文

)

子
「し
彰
顕
を
績
業
の

込
を
い
願
う
い
と
」
を
歌
い
よ
に
ち
た
も
ど

年
今
め

し
ま
み
し
楽
を
歌
名
や
歌
の
本
日
い
し
か
懐●

時
日
　

）
日
の
も
ど
こ
・
祝
（
日
５
月
５時

９
前
午

●

所
場
　

●

料
場
入

　

料
無

●

容
内第

○

露
披
の
曲
秀
優
最
・
彰
表第

※
　

と
和
融
の
民
市

親
睦

ま
い
て
し
ち
待
お
を
加
参
の
ん
さ
皆
の
く●

日
期
　

月
５

）
水
（
日

●

場
会
　

●

格
資
加
参

　

者
務
勤
・
者
住
在
内
市

●

員
定
　

０
０
２

（
人

）
組

●

金
料
　

金
加
参

円

●

み
込
し
申

　

月
５

に
で
ま
）
水
（
日

う
の
入
記
を
項
事
要
必
に
紙
用
の
定
所

・

０
７
９
５

 

・

０
９
９
３

局
務
事
会
員
委
行
実
会
大

　

（
ん
さ
山
高

・

９
９
５
４

）

　
●

程
日
　

5
月

の
で
ま
日
３
月
８
ら
か
日

）
り
あ
み
休
部
一
（
日
曜
水

●

間
時
　

時
９
前
午

時

●

所
場
　

堂
講
館
民
公
金
堀

●

師
講
　

澤
逢

 

ん
さ
子
玲

奏
演
元
地
○

　

よ
に
ん
さ
皆
の
園
稚
幼
高
穂

懐
る
よ
に
会
う
歌
を
歌
唱
謡
童
市
野
曇
安

露
披
の
品
作
夫
秀
森
藤

奏
演
待
招
○

　

唱
合
声
男
る
よ
に
ん
さ
皆

　

だ
る
ぜ
混
き
か
て
れ
入
を
み
ご
生
ば
れ
作
度●

時
日
　

月
５

）
水
（
日

時
１
後
午

●

所
場
　

館
会
高
穂

 

室
義
講

●

象
対
　

人
の
住
在
内
市

●

員
定
　

）
順
着
先
（
人

●

料
加
参

　

０
０
２

費
料
材
途
別
（
円

０
２

０

）
円

●

物
ち
持

　

）
分
日
１
（
紙
聞
新
・
手
軍

●

み
込
し
申

　

月
４

月
５
ら
か
）
月
（
日

は
間
時
付
受
（
に
間
の
で
ま
）
月
（
日
９

電
）
で
ま
時
５
後
午
ら
か
時
９
前
午
日
平

●

象
対
　

般
一

●

員
定
　

）
順
着
先
（
人

●

料
加
参

　

円

料
険
保
途
別
（

）
円

●

み
込
し
申

　

月
４

月
５
ら
か
）
火
（
日

時
８
前
午
の
日

ま
時
５
後
午
ら
か
分

み
込
し
申
お
で
話
電
へ
課
育
教
会
社
）
で

　

を
体
身
し
断
判
で
頭
を
報
情
の
ら
か
ど
な
耳●

時
日
　

月
５

）
日
曜
土
（
日

前
午

●

所
場
　

学
流
交
科
明
び
よ
お
館
育
体
科
明

●

師
講
　

●

象
対
　る

あ

ご
は
て
い
つ
に
ど
な
伴
同
の
ん
さ
子
お
（

）
い
さ
だ
く
談
相

●

料
加
参

　

０
０
１

）
む
含
料
険
保
（
円

●

み
込
し
申

　

月
５

に
で
ま
）
火
（
日

　

て
し
山
登
軽
を
辺
周
山
尾
士
富
の
域
地
高
穂●

時
日
　

月
５

）
土
（
日

期
延
に
日

●

　

約

０
０
４

●

者
象
対

　

　
　●

員
定
　

）
順
着
先
（
人

●

み
込
し
申

　

人
の
加
参
で
者
護
保
の
そ
と
生
学
小
①

（
組
５
に
）
月
（
日

）
人

　

ら
か
）
火
（
日

分電
へ
課
育
教
会
社
）
で
ま
時
５
後
午
ら
か

が
合
場
い
な
き
で
け
受
お
は
合
場
の
数
多

　
●

日
期
催
開

　

11
月

●

目
種
技
競

）
定
予
（

 

ル
サ
ト

●

項
要
催
開

　

会
や
日
期
催
開
の
と
ご
目
種

さ
だ
く
覧
ご
で
の
す
ま
え
備
に
ど
な
館
民

》
式
会
開
合
総
《●

日
期
　

月
６

）
日
（
日

●

所
場
　

館
育
体
合
総
金
堀

●

容
内
　

会
●

集
募
　

を
ど
な
表
発
た
ま
演
出
に
会
流
交

・
拳
極
太
・
ス
ン
ダ
交
社
る
け
だ
た
い
て
し

ら
知
お
て
め
た
ら
あ
に
者
加
参
は
細
詳
・

◇
会
影
撮
真
写
景
風
の
夏
初
◇

　
●

時
日
　

月
５

）
火
（
日

　

前
午

●

所
場
　

）
散
解
合
集
地
現
（
原
高
鞍
乗

●

師
講
　

野
植

 

）
家
真
写
（
ん
さ
次
賢

●

員
定
　

）
順
着
先
（
人

●

料
講
受

　

０
０
２

円

●

物
ち
持

　

ラ
メ
カ
の
話
電
帯
携
（
ラ
メ
カ

●

み
込
し
申

　

月
４

ら
か
）
火
（
日

日せ
ら
知
お
て
め
た
ら
あ
に
ん
さ
皆
の
者
講

務
事
会
協
育
体
市
は
体
団
る
す
望
希
を
加

（
局

・

６
１
５
３

く
絡
連
ご
で
ま
）

安曇野市教育委員会

生涯学習

会
ぶ
学
グ
ン

５
６
５
４
・

 

５
２
５
３
・

座
講
境
環
館
民
公
高
穂

！
単
簡

 

堆
肥

り
く
づ

館
民
公
高
穂

０
７
９
５
・

 

０
９
９
３
・

習
学
験
体
と
さ
る
ふ

係
習
学
涯
生
高
穂

０
７
９
５
・

 

０
９
９
３
・

級
学
人
成

室
教
真
写

館
民
公
郷
三

９
０
１
２
・

 

７
７
０
３
・

り
つ
ま
謡
童

館
民
公
科
豊

・

８
５
１
２

 

・

１
０
４
６

招待演奏：信州大学グリークラブ

第
11
回

会
大
フ
ル
ゴ
睦
親
高
穂
野
み
づ
あ

５
６
５
４
・

 

５
２
５
３
・

回
２
第

５
６
５
４
・

 

５
２
５
３
・

全
《

10

》
回

５
６
５
４
・

 

５
２
５
３
・

《　地元開催の国体競技を観戦しませんか　》
　今年 10 月に山口県で開催される、「おいでませ！山
口国体」への代表権を懸け、北信越５県（長野県・福井
県・新潟県・石川県・富山県）のスポーツの振興と普及
を主な目的に、第 32回北信越国民体育大会が長野県で
開催されます。
　５月 22 日（日）には、明科龍門渕公園内の前川で、
カヌー競技が開催されます。無料で自由に観戦できます。
皆さんのご声援をお願いします。

社会教育課スポーツ振興係
　（462・4565 662・3525）
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安
曇
野
を
拠
点
に
活
躍
し
た
い
若
手
音
楽

家
の
発
掘
と
演
奏
機
会
の
提
供
を
通
じ
、
市

民
が
よ
り
身
近
に
音
楽
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
を
目
的
に
「
あ
づ
み
の
新
進
音

楽
家
演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
演
奏
会
は
、
12
月
に
予
定
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
出
演
者
の
選
考
も
兼
ね
ま
す
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
種
類
選
考
に
よ
り
出
演

者
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
演
奏
会
日
時　

７
月
24
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

終
演
後
に
参
加
者
と
関
係
者
を
交
え
た
交

流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
参
加
資
格　

・
市
内
で
の
活
動
に
積
極
的

で
あ
り
、
地
域
の
音
楽
文
化
振
興
に
貢
献

す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

・
安
曇
野
地
域
と
近
隣
の
出
身
ま
た
は
在

住
・
在
学
・
在
勤
者
か
、
ゆ
か
り
が
あ
り
、

演
奏
会
当
日
18
歳
以
上
30
歳
代
前
半
で
あ

る
こ
と
。

・
ソ
ロ
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
専
攻
は
問
い
ま

せ
ん
。

●
演
奏
曲　

自
由
曲
と
し
、
演
奏
時
間
は
15

分
以
内

●
参
加
費　

１
万
２
千
円
（
出
演
決
定
者
）

記
念
品
、
交
流
会
費
を
含
み
ま
す
。

●
応
募
方
法　

専
用
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、６
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、

み
ら
い
内
「
新
進
音
楽
家
演
奏
会
」
担
当

ま
で
持
参
・
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
み

ら
い
窓
口
、
明
科
総
合
支
所
内
文
化
課
で

入
手
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３　

安

曇
野
市
穂
高
６
７
６
５
番
地
２　

穂
高
交

流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

m
ア
ド
レ
ス

　
bunka@

city.azum
ino.nagano.jp

　

自
分
の
持
っ
て
い
る
ち
ょ
っ
と
自
慢
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
今
で
は
貴
重
な
品
々
、
郷

土
の
文
化
に
関
す
る
も
の
な
ど
を
み
ら
い
に

展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
く
「
マ

イ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
へ
の
出
品
資
料
を

募
集
し
ま
す
。
会
期
は
６
月
24
日
か
ら
７
月

26
日（
木
曜
休
館
）を
予
定
し
て
い
ま
す（
団

体
可
）。

●
展
示
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み

ら
い 

交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ー
内
）

●
応
募
方
法　

５
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
、

次
の
点
が
わ
か
る
内
容
を
記
載
し
た
書
類

を
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
窓
口

へ
持
参
ま
た
は
、
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
専
用
の
申
込
用
紙
は
、
み
ら

い
窓
口
、各
図
書
館
で
入
手
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。（
申
込
先
は
前
記
演
奏
会
と

同
じ
で
す
）

①
申
込
者
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
団
体
名
と

代
表
者
名
）

②
住
所
・
電
話
番
号
（
連
絡
先
）

③
具
体
的
な
資
料
・
展
示
物
の
内
容
や
説
明

と
点
数

④
資
料
の
写
真

※
作
品
な
ど
の
販
売
を
伴
う
も
の
、
政
治
・

宗
教
活
動
を
目
的
と
す
る
も
の
な
ど
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
資
料
の
搬
入

出
は
応
募
者
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ

た
場
合
は
５
月
24
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

記
念
館
の
シ
ア
タ
ー
夢
道
場
で
「
貞
享
義

民
物
語
」
を
鑑
賞
し
た
あ
と
、
安
曇
野
市
・

松
本
市
に
あ
る
義
民
関
連
史
跡
を
バ
ス
で
巡

り
ま
す
。

●
日
時　

５
月
12
日
（
木
）

午
前
８
時
50
分
集
合

（
解
散
予
定 

午
後
４
時
30
分
）

●
集
合
場
所　

記
念
館
ロ
ビ
ー

●
募
集
人
数　

20
人

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具

●
申
し
込
み　

記
念
館
ま
で
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

竹
ひ
ご
を
編
ん
で
小
型
の
か
ご
を
つ
く
る

作
品
制
作
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
12
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

主お
も
や屋
（
座
敷
で
受
講
）

●
講
師　

竹
工
芸
家 

飯
島 

正
章
さ
ん

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

２
、
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
26
日
（
火
）
か
ら
６
月

10
日
（
金
）
の
間
に
美
術
館
へ
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
休
館
日
を
除
く
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

安曇野市教育委員会

生涯学習

あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
演
奏
会

出
演
者
の
募
集

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

マ
イ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

展
示
作
品
の
募
集

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

貞じ
ょ
う
き
ょ
う
享
義
民
遺
跡
巡
り

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

竹
工
芸
作
品
講
座

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

名称など 参加対象 開催日程 定員・費用 申し込み

①元気なからだと笑顔（11回）
自然の中で心を開放し、思いっきり
体を動かして子どもの健康や心の成
長について学びます。

２歳～４歳児とその保護者

日時：５月下旬～ 9 月中旬
　　　午前 9 時 45 分～ 11 時
※火曜日コース・金曜日コース
　希望の曜日を選んでください。
場所：火曜日：かじかの里公園
　　　金曜日：三郷文化公園体育館

定員：各曜日 30 組（先着順）
材料費：子ども 1 人 200 円

５月６日（金）午前 10 時
堀金公民館講堂に集合してください。
受け付け後、説明会を行ないます。

②こころの成長と親子のふれあい（11 回）
自然の中で楽しみながら心の成長、
親子のふれあい、しつけについて学
びます。

＊講座の後半に参加者全員によるグル
ープワークを行います。

日時：５月下旬～ 9 月中旬（水曜日）
　　　午前 9 時 45 分～ 11 時
場所：かじかの里公園

定員：20 組（先着順）
材料費：子ども 1 人 200 円

４月 27 日（水）午前 10 時
穂高会館講堂に集合してください。
受け付け後、説明会を行ないます。

③お母さんとあそぼう（11 回）
あそびを通じ、親子のふれあいを深
め、その効果と役割を学び実践しま
す。

日時：５月下旬～ 9 月中旬（木曜日）
　　　午前 9 時 45 分～ 11 時
場所：かじかの里公園

定員：30 組（先着順）
材料費：子ども 1 人 200 円

５月 11 日（水）午前 10 時
穂高会館講堂に集合してください。
受け付け後、説明会を行ないます。

④つなごうのばそうこころとからだ（11 回）
親子のふれあいを大切にしながら体
を動かす遊びを通して、心のつなが
りや、チャレンジする心を育てます。

日時：５月下旬～ 9 月中旬（木曜日）
　　　午前 9 時 45 分～ 11 時
場所：堀金総合体育館

定員：30 組（先着順）
材料費：子ども 1 人 200 円

５月 12 日（木）午前 10 時
堀金総合体育館サブアリーナへ集合
してください。（上履きが必要です）
受け付け後、説明会を行ないます。

⑤～⑧共通　わらべうた、ふれあい遊びのほか、子どもの発達・成長について大切なことを学びます。

⑤妊婦さん・ねんねからはいはい（11 回）

妊婦さん、０歳・１歳児
と保護者　　　　　　　

日時：５月下旬～９月中旬（水曜日）
　　　午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分
場所：穂高会館講義室 定員：各 30 組（先着順）

材料費：子ども 1 人 200 円

５月 10 日（火）午前９時 30 分
穂高会館講堂へ集合してください。
受け付け後、説明会を行ないます。

⑥はいはい・立っち（11 回）
日時：５月下旬～ 9 月中旬（木曜日）
　　　午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分
場所：穂高総合体育館内

⑦よちよち・すたすた（11 回）

日時：５月下旬～ 9 月中旬
　　　午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分
※火曜日コース・金曜日コース
　希望の曜日を選んでください。
場所：火曜日：堀金体育館柔道場
　　　金曜日：穂高総合体育館内

定員：各曜日 30 組（先着順）
材料費：子ども 1 人 200 円

５月 13 日（金）午前９時 30 分
穂高会館講堂へ集合してください。
受け付け後、説明会を行ないます。

⑧妊婦さん・０歳児お母さん教室
　（11 回）

日時：５月下旬～ 9 月中旬
　　　（毎週水曜日）
　　　午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分
場所：三郷文化公園体育館柔道場

定員：30 組（先着順）
材料費：子ども 1 人 200 円

４月 28 日（木）午前９時 30 分
三郷文化公園体育館ロビーへ集合し
てください。受付後、説明会を行な
います。

５月開講　前期家庭教育講座　参加者募集
問社会教育課子ども支援係　462・4565　662・3525

乳幼児の子育て中の皆さんを対象にした講座です。いずれも親子で参加し、アドバイスを受けながらお子さんと向かい合い、
実践から子育てに大切なことを学びます。いずれか１つの教室を選び、料金を添えてお申し込みください。定員になり次第締
め切ります。各説明会への参加は、お子さんと一緒でもかまいません。電話によるお申し込み、ご家族以外のお申し込みはで
きません。
※受付会場をお間違えのないようお願いします。

美術館 一般 大学・高校生 小中学生以下
豊科近代美術館 500 300 無料安曇野髙橋節郎記念美術館 400 300

記念館・博物館・資料館 一般 小中学生以下
豊科郷土博物館 100

無料

田淵行男記念館 300
飯沼飛行士記念館 400
貞享義民記念館 300
臼井吉見文学館 300
穂高陶芸会館 200

穂高郷土資料館 200

市の美術館博物館小中学生は無料です
　市の運営する美術館・博物館の小中学生の入館料が、
この４月１日から無料となりました。郷土のことを深く
知り、学び、優れた美術作品に触れてください。

団体料金もあります。また、三郷民俗資料館、堀金・明科歴史民俗資料館は、入館無料です。
問文化課文化振興係　462・3090 662・3525
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Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

貞享義民記念館

第３回押し花アート展
　押し花にした花や葉・樹皮など、野
山にある自然物を使い、風景や動物な
どの絵や模様を描いた額装作品 60点
ほどを展示します。
●会期　4月26日（火）～5月29日（日）
●時間　9：00～17：00
　※最終日は 14：30まで
●会場　1Ｆ企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日

477・7550 677・7551

豊科郷土博物館

安曇野髙橋節郎記念美術館

豊科近代美術館

穂高交流学習センターみらい

第27回友の会山草・サクラソウ展
　友の会山草部・サクラソウ部の皆さ
んが 1年間丹精を込めて育てた可憐
な山草やサクラソウの展示をします。
●会期　5月 2日（月）～ 5日（木）

第21回友の会総合芸術展
　油彩や彫刻・押絵・刺しゅう・水墨画・
書道・写真・植物画など、長年、郷土
で研鑽を積んだ友の会の皆さんの芸術
作品をご覧ください。
●会期　5月14日（土）～6月12日（日）

　上記２展とも
●開館時間　9：00～ 17：00
　（入場は 16：30まで）
●入館料　大人 100円  小中生は無料

博物館講座
「もっと見よう！知ろう！
安曇野の文化財」

　市内の文化財について実際に見学
し、学びます。私たちにとって文化財
（地域の宝）とは何だろうか、文化財を
守り伝えていくとはどういうことなの
か一緒に学んでみませんか。今回は穂
高・堀金・三郷の文化財を見学します。
●開催日時　5月 21日（土）
　9：00～ 16：00
●集合・解散　豊科郷土博物館
●定員　20人（先着順）
●講師　市教育委員会文化財担当者
●受講料　600 円（観覧料・保険代
など）

●持ち物　昼食・飲み物・雨具・筆記
用具・カメラ（用意できれば持参く
ださい）など

●申し込み・問い合せ　5月 6日（金）
～ 19日（木）までに博物館窓口へ参
加費を添えてお申し込みください。

博物館講座
「田んぼの生き物観察会」

　田んぼはお米が育つところというだ
けでなく、昆虫や水生生物、鳥たちが
訪れる生き物の楽園でもあります。私
たちにとって身近な自然でもある「田
んぼ」を観察し、生き物を見つける目
を養ってみませんか。親子でのご参加
をお待ちしております。
●開催日時
第1回 6月 4日（土）9：00～11：00
第2回 8月20日（土）9：00～11：00
第3回 9月17日（土）10：00～12：00

●場所　第 1・2回は現地（詳細は問
い合せ）集合解散。第 3回は郷土
博物館学習室。

●対象　親子（小学生）対象。大人・
子どものみの参加も可（子どものみ
の場合は小学校高学年以上）。会場
までの交通手段が確保できる人。

●定員　20 人ほど（3回ともに参加
できる人・10 家族ほど。定員に達
し次第締切）

●講師　丸山 隆さん（信州野鳥の会）
●受講料　1,000 円（親子の場合は 1
組で 1,000 円。個人の場合は 1人
1,000 円、3回分の資料・保険代な
ど）

●持ち物　デジタルカメラ（必須）・
飲み物・雨具（雨天の場合）・筆記
用具など（捕虫網・虫かご・水中網・
双眼鏡・虫眼鏡などもあれば持参く
ださい）

●申し込み・問い合せ　5月 10日（火）
～ 6月 2 日（木）までに博物館窓
口へ受講料を添えてお申し込みくだ
さい。また、詳細についてはお問い
合わせください。

第７回友の会会員展
　県内外の会員が、絵画・工芸・彫刻・
写真・手芸などさまざまなジャンルの
作品を出品します。
●会期　5月21日（土）～6月5日（日）
　9：00～ 17：00
※休館日＝毎週月曜日
●場所　美術館南の蔵および主屋
●入場料　無料（展示室は有料）

第 11回豊科近代美術館バラ祭り
　バラの見頃に合わせて「バラ祭り」
を開催します。美術館庭園にはおよそ
500 種 800 本ものバラが咲き誇り、
訪れる人を楽しませています。バラの
香りとともに美術館で素敵な時間をお
過ごしください。期間中は特別展「中
島潔の世界展」も開催しています。
●会期　5月28日（土）～6月5日（日）

<関連イベント>
バラの苗、山野草、各種鉢植え等の販売
●日時　5月 28日（土）・29日（日）
各 9：00～

●場所　美術館庭園にて
バラ祭りコンサート

●日時　6 月 4日（土）
　13：30開場　14：00開演
●場所　美術館ホール
●料金　無料（ただし入館チケットの
半券が必要）

※事前申し込み不要
バラの手入れ講習会

　造園家の進藤健さんをお迎えし、バ
ラの手入れ方法について解説していた
だきます。
●日時　6月 5日（日）13：30～
●場所　美術館庭園（雨天時美術館ホ
ール）

●参加費　無料
※事前申し込み不要

図書展示
「楽しい！ポップアップ絵本展」
　4月 23日から 5月 12日までの「こ
どもの読書週間」にあわせ、図書館所
蔵のポップアップ絵本（仕掛け絵本）
を展示します。
　『不思議の国のアリス』や、『ナルニ
ア国物語』など、おはなしの世界が飛
び出してくるような楽しい展示です。
●会期　4 月 29 日（金）～ 5 月 18
日（水）　木曜日は休館です。

●入場料　無料

4672・5672

481・3030 682・0551

473・5638 673・6320

481・3111 682・0966

Public Library

図書館

５月開講　親子スポーツ教室・体操教室　参加者募集
社会教育課スポーツ振興係　462・4565 662・3525

いずれか１つの教室を選び、申込時に所定の用紙への必要事項を記入のうえ、料金を添えてお申し込みください。
定員になり次第締め切ります。電話によるお申し込み、ご家族以外のお申し込みはできません。

名称など 参加対象 開催日程 定員・費用 申し込み

親子スポーツ教室
講師：塩原恵美子さん（あづみ
のレクリエーション研究会代
表）
～四季を通じ、季節に沿ったス
ポーツや行事を行い、親子で触
れあいながら明るく元気な子を
育てましょう～

タッチ組
（年 22回）

2歳児（H20.4.2 ～
H21.4.1 生）と保護者
（親子１対１）

日時：5月 24日～火曜日
　　　午前10時～11時30分
場所：堀金総合体育館他 定員：各 50組

（先着順）
保険料：2,200 円
受講料：2,200 円
別途おやつ代：1,000 円

5 月 10 日（火）
午前 9時～ 11 時
堀金総合体育館ロビーで受
け付けます。

スキップ組
（年 22回）

2歳児（H20.4.2 ～
H21.4.1 生）と保護者
（親子１対１）

日時：5月 25日～水曜日
　　　午前10時～11時30分
場所：豊科南社会体育館他

5 月 11 日（水）
午前 9時～ 11 時
堀金総合体育館ロビーで受
け付けます。ジャンプ組

（年 22回）

3歳児（H19.4.2 ～
H20.4.1 生）と保護者
（親子１対１）

日時：5月 26日～木曜日
　　　午前10時～11時30分
場所：豊科南社会体育館他

親子体操教室
「☆星の子」
講師：二見里香さん
（市体育指導員）
～マット・とび箱・鉄棒・平均
台などを使用して親子で思いっ
きり体を動かす楽しさを感じま
しょう～

ひよこ組
（年 22回）

3歳 2ヶ月位から就園前
までの幼児と保護者

日時：5月 26日～木曜日
　　　午前9時30分～10時30分
場所：穂高総合体育館 定員：各 25組

（先着順）
保険料：2,200 円
受講料：2,200 円

4 月 28 日（木）
午前 9時～ 11 時
穂高会館玄関ホールで受け
付けます。たまご組

（年 22回）
2歳位から 3歳 2ヶ月
までの幼児と保護者

日時：5月 26日～木曜日
　　　午前10時45分～11時45分
場所：穂高総合体育館
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無料開館のお知らせ…5月 18日（水）
は、第 10回国際博物館の日を記念し
て館内を無料でご覧いただけます。

冊
一
の
め
す
す
お

偵
探
霊
心

　

雲
八
　

永
神

 

学　

著

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら　◇

中央図書館おはなしのへや
4・11・18日（各水曜日）10：30～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん　◇

中央図書館おはなしのへや
　21 日（土）10：30～（乳幼児対象）

　　　　　　　 11：00～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ　◇

豊科図書館多目的室
20日（金）11：00～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ　◇
豊科図書館多目的室

20日（金）16：30～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　ポケットの会　◇

三郷公民館児童室
　14日（土）10：30～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや　◇

堀金図書館児童コーナー
10 日（火）10：30～（乳幼児対象）
　17日（火）16：15～（幼児以上対象）

◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会　◇
子どもと大人の交流学習施設「ひまわり」明科図書館内おはなしの部屋

　21日（土）11：00～（乳幼児以上対象）

中央図書館映画上映会（入場無料）
「裸足のギボン」2006 年 韓国映画

●日時：13日（金）開場 .18：30　上映 .19：00～
●場所：「みらい」多目的交流ホールおりがみの部屋

中央図書館　●日時：18日（水）16：15～
　　　　　　●場所：中央図書館おはなしのへや
堀金図書館　●日時：25日（水）16：15～
　　　　　　●場所：堀金図書館児童コーナー

5 月のイベント

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801明科図書館462・1122 662・1124
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シ
ニ
ア
の
た
め
の
ゆ
っ
く
り
太
極
拳

を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
太
極
拳

は
腰
痛
や
膝
痛
の
軽
減
や
呼
吸
を
ゆ
っ

く
り
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
解
消
の
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

小
規
模
な
農
業
用
水
路
等
を
土
地
改

良
区
、
水
利
組
合
、
行
政
区
な
ど
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
改
修
す
る
場
合
に
、

市
か
ら
補
助
金（
事
業
費
の
5
割
補
助
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
補
助
金
交
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記
に
よ
り
希
望

地
区
調
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法　

提
出
書
類
の
様
式
な
ど

詳
細
は
、
各
総
合
支
所
内
産
業
建
設

課
地
域
整
備
係
ま
た
は
、
三
郷
総
合

支
所
内
耕
地
林
務
課
耕
地
担
当
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
提
出
期
限　

7
月
29
日
（
金
）

●
審
査
方
法　

割
当
地
区
は
、
関
係
者

と
現
地
調
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人

で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。
申
請
期
間
は
納
税
通
知
書
到
着

後
か
ら
5
月
24
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
税
課
諸
税
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
次
の
内
容
に
よ
り
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、当
該
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、

縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
市
長
あ
て

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
都
市
計
画
の
種
類　

豊
科
都
市
計
画

道
路
3
・
4
・
4
号
中
学
通
線
の
変
更

●
縦
覧
場
所　

豊
科
総
合
支
所
内
都
市

計
画
課

●
縦
覧
期
間　

5
月
6
日
（
金
）
～
19

日
（
木
）
ま
で
。
た
だ
し
、
土
・
日

曜
日
は
除
く
。

●
意
見
書
の
提
出
方
法　

縦
覧
場
所
に

備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
縦
覧
期
間
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
で
提
出

さ
れ
る
場
合
は
5
月
19
日
の
到
着
分

ま
で
と
し
ま
す
。
な
お
、
意
見
書
を

提
出
で
き
る
人
は
、
市
内
に
居
住
す

る
か
利
害
関
係
人
に
限
り
ま
す
。

市
土
地
改
良
事
業
補
助
金

実
施
希
望
地
区
の
調
査

問
各
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課
地
域
整

備
係
ま
た
は
三
耕
地
林
務
課
耕
地
担
当

（

77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

問
豊
市
民
税
課
諸
税
係

（

72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

「
シ
ニ
ア
の
健
康
太
極
拳
教
室
」

参
加
者
の
募
集

問
健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81
・
０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

豊
科
都
市
計
画
道
路
の

変
更
に
関
す
る
縦
覧

問
豊
都
市
計
画
課

（

72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

●
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

●
持
ち
物　

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
水
分

補
給
で
き
る
も
の

●
参
加
料　

無
料
（
別
途
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
が
必
要
で
す
）

●
対
象
者　

お
お
む
ね
60
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
人

●
定
員　

30
人

●
申
し
込
み　

4
月
27
日
（
水
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
開
始
。
参

加
ご
希
望
の
人
は
高
齢
者
福
祉
係
へ

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ

ク
ス
で
の
お
申
し
込
み
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
）
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

手
話
の
実
技
や
聴
覚
障
害
者
の
生

活
、
聴
覚
障
害
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。
手
話
の
楽
し
さ
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

▽
木
曜
日
コ
ー
ス
（
総
時
間

46
時
間
）
5
月
19
日
～
10
月
20
日
の

間
で
全
23
回
（
講
義
が
土
曜
日
と
同

時
開
催
で
3
回
あ
り
）
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　

▽
土
曜
日
コ
ー
ス

（
総
時
間
46
時
間
）
5
月
28
日
～
11

月
5
日
の
間
で
全
12
回
（
講
義
3
回

含
む
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　

豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
に
じ
」（
講
義
日
は
豊
科
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

●
対
象　

市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
16
歳
以
上
の
人
で
、

手
話
の
経
験
が
な
い
人

●
定
員　

各
コ
ー
ス
20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
者

を
優
先
し
決
定
し
ま
す
。

●
受
講
料　

２
、０
０
０
円
（
別
途
教

材
費
１
、２
０
０
円
が
必
要
）

●
申
し
込
み　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本

所
・
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係
・
各
総
合
支
所
内

市
民
福
祉
課
福
祉
係
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
5
月
2
日
（
月
）
ま
で
に
市
社

会
福
祉
協
議
会
本
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
社
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
mhttp://www.azum

inoshakyo.or.jp/

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

祉

福
５月の納期

●軽自動車税 （１期）
●後期高齢者医療保険料 （２期）
●介護保険料 （５月分）
●水道料金 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料 （穂高･三郷地域）

＝納期限は5月31日（火）＝

路

道

路

水

・

開催日程
第１回 5 月 16 日（月） 第 ９ 回 ７月 11 日（月）

第２回 23 日（月） 第 10 回 22 日（金）

第３回 30 日（月） 第 11 回 28 日（木）

第４回 6 月 6 日（月） 第 12 回 ８月 1 日（月）

第５回 13 日（月） 第 13 回 ８日（月）

第６回 20 日（月） 第 14 回 19 日（金）

第７回 27 日（月） 第 15 回 22 日（月）

第８回 7 月 4 日（月）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門

課
程
）受
講
生
の
募
集

問
健
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
社

会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

◎
次
回
の
発
行
に
つ
い
て

5
月
は
広
報
あ
づ
み
の
お
知
ら
せ
版

の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
の
発

行
日
は
5
月
25
日（
水
）で
す
。

金

税
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】
本
基
の
動
運
【

止
防
故
事
通
交
の
者
齢
高
と
も
ど
子
○

も
ど
子
は
春
る
え
迎
を
期
時
の
学
入
・

し
加
増
が
険
危
う
遭
に
故
事
通
交
が

・
70

高
（
識
標
者
転
運
齢
高
は
き
と
る
す

止
防
故
事
通
交
の
者
齢
高
と
も
ど
子
・

】
点
重
の
動
運
【

以
割
６
ち
う
の
故
事
通
交
の
車
転
自
○1

は
路
濃
信

 

と
顔
笑
の
り
と
ゆ

 

い
あ
り
ず
ゆ

　

5
月
11

ら
か）
水
（日

20

で
ま）
金
（日

の
10

の
中
間
期
も

5
月
11

と）
水
（日

5
月
20

234

し
を
進
並
・
り
乗
人
二
・
転
運
酒
飲

止
停
時
一
と
守
遵
号
信
の
で
点
差
交

5

い
て
し
生
発
く
多
で
路
道
活
生
な
近

　

3

消
が
上
以
％

て
し
慮
配
に
的
極
積
て
い
つ
に
動
活
防

ど
な
材
機
資
に
時
害
災
や
所
業
事
る
い

な
所
業
事
る
き
で
供
提
に
団
防
消
を

」
所
業
事
力
協
団
防
消
「
を
所
業
事
る

い
て
し
付
交
を
証
示
表
し
定
認
て
し
と

遇
優
の
ど
な
置
措
免
減
の
税
業
事
人
個10

県税務課からお知らせ

自動車税の納付は５月31日まで
平成 23 年度の自動車税の納期限は 5月

31日（火）です。必ず納期限までに納めま
しょう。自動車税は4月１日午前 0 時に自
動車を所有している人に課税されます。お
手元に届けられる納税通知書により、お近
くの金融機関、郵便局、コンビニエンスス
トア、地方事務所税務課で納付してくださ
い。また、コンビニエンスストアなら24 時
間いつでもご利用できます。
※領収書には納税証明書がついています。
継続検査（車検）を受ける時に必要とな
りますので、車検証と一緒に大切に保管
しておきましょう。

※「納税通知書が届かない」、「誤って納税
通知書が届いた」、「身体障害者等の減免
を受けたい」などの場合は相談ください。
松本地方事務所税務課
　（440･1905 647･7820）

国土交通省千曲川河川事務所からのお知らせ

河川愛護モニターの募集
　千曲川・犀川に関する意見や、モニタ
ー自身の河川愛護に関する活動状況など
を毎月報告していただきます。
●任期　7月1日～平成24年6月30日
●募集人員　若干名　　
●報酬　月額 4,580 円
●応募方法　5月 20 日（金）までに、は
がきに住所、氏名、年齢、電話番号を
明記のうえ「河川愛護モニター応募用
紙希望」と書き、下記へ応募用紙の請
求をしてください。

●請求・応募先　〒 380・0903 長野市鶴
賀字峰村 74　国土交通省千曲川河川事
務所占用調整課「河川愛護モニター募
集」係
国土交通省千曲川河川事務所
　（4026･227･7768）

全

安

通

交
5
月

）
金
（日

動
運
全
安
通
交
国
全
の
春

会
議
協
進
推
全
安
通
交
市
野
曇
安

係
犯
防
通
交
課
境
環
活
生

（

・

１
３
１
３

 

・

２
２
６
６

）を
度
制
示
表
所
業
事
力
協
団
防
消

か
ん
せ
ま
み
て
し
用
活

当
担
災
防
防
消
室
理
管
機
危

（

・

９
６
７
６

 

・

９
３
７
６

）

平成22年 市では579件の交通事故が発生
　市内の交通事故発生件数と死者数・負傷者数は、いずれも平成
21 年と比較すると増加しました。交通事故は交差点で一番多く発
生しています。見通しの悪い交差点は必ず一時停止して、左右の
安全確認をしましょう。横断歩道は歩行者優先です。横断者がい
たら必ず止まりましょう。

Ｈ 22 Ｈ 21 増減数 前年対比
発 生 件 数 579 505 74 ＋ 14.7％
死　　　者 5 1 4 ＋ 400.0％
負　傷　者 768 687 81 ＋ 11.8％

●事故の発生状況（数値：安曇野警察署資料）

防

消

私たちは消防団を応援しています！
地域の防災活動に貢献している市内 50 の認定事業所を
紹介します。
株式会社オートテック
共和アスコン株式会社
あづみ野テレビ株式会社
有限会社ナカジマ工房
柴商会
中央化工有限会社
有限会社赤羽電気商会
明科建材株式会社
株式会社振興建設
有限会社ミサワ測量
株式会社ワークメイト
株式会社横内組
株式会社傅刀組中信支店
株式会社アズミエンジニヤ
安曇野支店
日東建設有限会社
有限会社沖電気工業
株式会社佐原建設
日管建設株式会社

有限会社大久保自動車
株式会社寿建設
株式会社関組
有限会社小倉建設
有限会社赤羽建設工業
原田建設

株式会社山本組
有限会社会田建設
有限会ニキ設備工事
遠藤建設株式会社
株式会社川上産業
有限会社タカギ
有限会社山一造園
有限会社近藤造園
有限会社中部エンジニア
有限会社堀内組
有限会社アルプス造園
株式会社中澤組
富士開発株式会社
丸山硝子株式会社
中井自動車株式会社
有限会社丸正小林建設
有限会社イシダ設備
株式会社中部水工
株式会社赤羽組
株式会社大丸組
株式会社武井建設
有限会社太田建設
有限会社中信
株式会社シナノ
猿田建設株式会社

（3月末現在　認定順　敬称略）
※認定事業所に表示証が交付されます

工事名 工事箇所 請負者 請負代金
ほりでーゆ～四季の郷大型テレビ取替え等工事 ほりでーゆ～四季の郷 ㈲明北電気工業 7,980,000
地域農業水利施設ストックマネジメント事業権田川地区排水路第 2工区工事 穂高北穂高 ㈲丸正小林建設 6,510,000
（交付金）公共下水道青木花見枝線第 11工区管渠工事 穂高北穂高 ㈱関組                                  33,285,000
（国補）公共下水道青木花見西枝線第 6工区管渠工事 穂高北穂高 ㈱大丸組                                21,630,000
（交付金・市単）公共下水道青木新田枝線第 1工区管渠工事 穂高北穂高 ㈱寿建設                                15,582,000
林業再生総合対策事業　作業道南小倉線開設工事 三郷小倉 ㈲中部エンジニア                        15,225,000

安曇野市北部学校給食センター建設事業　太陽光発電設備工事 穂高
アイネット・新光
電気工事特定建設
工事共同企業体

9,450,000

穂高公園石積修繕 穂高 ㈱イトウ                                3,045,000
安曇野市保養センター長峰荘ボイラー取替設置工事 明科中川手 明科設備㈱                              2,572,500

入札・契約結果（平成 23年 2月～ 3月） （単位：円）

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

運転免許更新
特定任意講習会

　安曇野交通安全協会では、
平 成 23年5月14日 か ら 平
成 23年11月13日までの間に
運転免許を更新する人を対象
に特定任意講習会を開催しま
す。この講習を受けると、更
新時の講習は免除されます。

：5月 13日（金）
　受付18：20～18：50
　講習19：00～21：00
：堀金総合支所３階
　301会議室

：1,700 円
　（おつりのな
いようお願
いします）

：安曇野交通安全協会
　（472･2263）
運転免許証・筆記用具を持参してくだ
さい。70 歳以上の人・更新時に70 歳に
なる人・行政処分を受けている人は別講
習が必要なため受講できません。優良
運転者は受講する必要はありません。

あづみ野山野草
展示会

　山野草愛好家・会員による
毎年1回の展示会を開催し
ます。一般公開する中で毎年
650人くらいの皆さんに親しま
れています。

：▷ 5月14日（土）
　12：00～21：30
　▷ 5月15日（日）
　9：00～17：00
：三郷公民館講堂

：無料 ：あづみ野山野草会
　岩井さん（477・2932）

所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど
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明科駅 

明科高校 

明科総合支所 

犀川橋 

安曇橋 

木戸橋
 

明南小学校 

明科中学校 

明北小学校 

国道 1９号 

犀宮神社 

篠ノ井線 

N 

　市土地開発公社では分譲地の分譲価格を改定しまし
た。購入希望者は受付期間内に市土地開発公社へ事前
連絡のうえ、直接お申し込みください。
●受付期間　5 月 6 日（金）～ 13 日（金）
●申し込み　市土地開発公社備え付けの申し込み用紙

に必要事項を記入のうえ、お申し込みください。同
じ区画の申し込みが複数の場合は抽選となります。

問安曇野庁舎内企画政策課 安曇野市土地開発公社
　（471･2000 671･5000）

①荻原分譲地
［所在地］明科七貴8830-46
［面　積］338.35㎡（約102坪）  
［価　格］5,606,000円

③野花見分譲地
［所在地］明科七貴5937-18
［面　積］340.34㎡（約103坪）
［価　格］4,750,000円

⑤新田神社東分譲地 
［所在地］豊科4985-8 
［面　積］294.66㎡（約89坪） 
［価　格］11,613,000円

②荻原分譲地 
［所在地］明科七貴8830-48 
［面　積］334.71㎡（約101坪）  
［価　格］5,546,000円

④宮本分譲地 
［所在地］明科中川手1181-1 
［面　積］394.72㎡（約119坪） 
［価　格］7,330,000円

●用途地域／都市計画区域内
（無指定）●建ぺい率／ 60％
容積率／ 200％●設備／電気
: 中部電力・上水道 : 市営水道

（加入金要）・ガス : 各戸 LP ガ
ス下水道 : 農業集落排水下水道

（加入分担金含む）●交通／ JR
明科駅約 2km、明北小学校約
0.7km、明科中学校約 2.7km

●用途地域 / 都市計画区域内
（無指定）●建ぺい率 /60％●
容積率 /200％●設備 / 電気 :
中部電力・水道 : 市営水道（加
入金要）・下水道 : 農業集落配
水下水道 ( 加入分担金含む ) ●
交通 /JR 明科駅約 2.1km、明
南小学校約 1.4km、明科中学
校約 1.4km、明科南保育園約
1.1km

●用途地域／市街化区域　第
１種住居地域●建ぺい率／ 60
％●容積率／ 200％●設備／
電気 : 中部電力・水道 : 市営水
道 ( 加入金要 )・ガス : 個別プ
ロパン・下水道 : 市公共下水道
( 受益者負担金不要 ) ●交通／
JR 豊科駅約 0.6km、豊科北小
学校約 1.5km、豊科北中学校
約 1km

●用途地域／都市計画区域内
（無指定）●建ぺい率 /60％
●容積率／ 200％●設備／電
気 : 中部電力・上水道 : 市営
水道（加入金要）ガス : 戸別
プロパン・下水道 : 市公共下
水道（受益者負担金売主負担）
●交通／ JR 明科駅約 2.5km、
明南小学校約 1.8km、明科中
学校約 1.7km

済
①

②

済

④

済
済
済

③

安曇野赤十字病院 

豊科駅 

新田神社 

豊科近代美術館

国道147号 
市役所本庁舎 

大糸線 

県安曇野
庁舎 

N

済

済

⑤

市の宅地分譲地
価格改定のお知らせ

ハローワーク松本からのお知らせ
就職ガイダンス2012

寄附・寄贈のお礼【敬称略】　2 ／ 11 ～ 3 ／ 2

▷熊井明子　熊井啓監督資料及び熊井明子資料 1,300 点　熊井啓
記念館において保存・活用のため▷（社）松本法人会川手部会　図
書カード 8 万円　明南小学校、明北小学校の図書（川手文庫）充
実のため▷千野潔　大釜（羽釜、内径 67㎝）（蓋、据台、へら櫂付）
1 点　安曇野髙橋節郎記念美術館敷地内の主屋・土蔵での展示と
保存のため▷飯沼潤　飯沼潤家文書（古文書）474 点　歴史資料
の保存と郷土史研究等への活用のため▷あづみ農業協同組合　補
助教材「農業とわたしたちのくらし」1,000 冊　農業及び食への理
解促進と教育振興のため、市内小学校 5 年生へ

　平成 24 年 3 月に大学、短大等を卒業予
定の方、または、卒業後おおむね 3 年以
内の方を対象とした就職ガイダンスです。
事前予約は不要です。
●日　時　5 月 9 日（月）13：00 ～ 16：00
※受付 12：30 
●場　所　ホテルブエナビスタ
●参加費　無料
問ヤングハローワーク松本（431・8600）

資金名 融資を利用できる者 資金
使途

貸付
限度額

貸付
利率

貸付
期間 その他

中小企業振興資金

市内に工場または事業所を
有し、６カ月以上の操業実
績のある市税完納の中小企
業者等

運転
資金 2,000万円

年2.0％ 
7年以内

（据置0カ月）
返済方法：分割
返済

保証人：原則不
要（法人につい
ては代表者が連
帯保証人となり
ます）

担保：必要に応
じて要する

申込方法：商工
会の経営指導員
による経営指導
を受けた後、商
工会経由により
書類提出

設備
資金 2,000万円 7年以内

（据置0カ月）

創業支援資金

市内で新規開業の予定者又
は開業後１年未満の新規開
業者で、事業を営むための
資金を必要とする者
※新規開業予定者は、資金

の３分の１以上の自己資
金が確認できること

運転
資金 1,000万円

年2.0％ 

5年以内
（据置6カ月）

設備
資金 1,000万円 7年以内

（据置6カ月）

新事業活性化資金

市内に工場又は事業所を有
し、１年以上の操業実績の
ある市税完納の中小企業者
等で、事業転換または新分
野への進出により経営の多
角化を図ろうとする者

運転
資金 1,000万円

年1.9％ 

5年以内
（据置6カ月）

設備
資金 2,000万円 7年以内

（据置6カ月）

経営安定特別資金

市内に工場又は事業所を有
し、６カ月以上の操業実績
のある市税完納の中小企業
者等で、次のいずれかに該
当する者
⑴中小企業信用保険法第２

条第４項第１号から第６
号まで又は第８号の適用
を受ける者

⑵経理状態が明確であり、
経済事情等の変動により、
直近３カ月間の売上高が
前年同期比で 10％以上減
少している者

運転
資金 1,000万円 年1.6％ 7年以内

（据置12カ月）

緊急借換対策資金 上記の資金の借入金を借り
替える者

運転
資金 2,000万円 年 2.3％ 7 年以内

（据置12カ月）

中小企業、個人事業主の皆さまへお知らせ

市制度資金
厳しい経済環境の中で積極的に事業を営む市内中小企業事業者を支援するため、「安曇野市制度資金」により

融資を行っています。平成 23 年度の主な変更点は次のとおりです。
・市内で新規開業の予定者、開業後 1 年未満の人を対象に「創業支援資金」を新設
・事業転換、新分野への進出により経営の多角化を図ろうとする人を対象に「新事業活性化資金」を新設
●制度資金の概要（変更箇所を青字で表示）

※創業支援資金の融資上限は、1,000 万円を超えない範囲で自己資金と同額までとなります。
※緊急借換対策資金は、平成 24 年 3 月 31 日までの受付分に限ります。
※融資をご利用される場合は、市商工会（各支所）を通じて市に申し込みが必要です。
問穂商工労政課工業振興係（482･3131 682･6622） 市商工会　豊科支所（472･2986）

穂高支所（482･5820）　三郷支所（477･3170）　堀金支所（472･5123）　明科支所（462･2317）
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大豆入り和風ハンバーグ

健康推進課保健予防担当（481･0726 681･0703）

わが家の味レシピ②
「食」ではぐくむ健康で豊かな人づくり

材料（4人分）
ねぎ …………… ２本
大豆の水煮 約２カップ
水………… 大さじ３
塩こしょう … 少々
砂糖 ……… 少々
しょうゆ … 大さじ１

パン粉 … 1/2カップ
合挽き肉 …… 200㌘

卵……………… １個
油……………… 適宜
酒 ………… 70cc
しょうゆ …… 70cc
みりん …… 40ｃｃ
水 ………… 40ｃｃ
砂糖 …… 大さじ３

①ねぎと大豆をみじん切りにし、水とA〔調味料〕、パン
粉を混ぜておく。
②合い挽き肉を良くこねて、①と卵を加えしっかりと混ぜる。
③②を４等分にして丸め、キャッチボールをするよう
に空気を抜き、楕円形にまとめ真ん中にくぼみをつ
ける。
④油をひいたフライパンで③に両面焼き目が付くまで
焼く。火を弱めて蓋をし、中に火がとおるまでさらに
焼く。
⑤フライパンから④を取り出し余分な油を捨て、B〔た
れの材料〕を入れ中火で煮つめる。
⑥⑤にハンバーグを戻し入れてたれをからめる。とろ
みが出たら、火を止め皿に盛り付け、たれをかけて完成。

皆さんは、お家で家族と食べるお気に
入りの献立はありますか？市では、
楽しく食卓を囲めるような〝わが家

賞に選ばれた５作品のレシピをシリ
ーズでご紹介します。

　

ま
し
を
い
伝
手
お
の
備
準
ジ
デ
地
の
ど

さ
だ
く
て
め
止
び
呼
て
け
掛
を
声
に
軽

と
る
す
絡
連
に
）
野
長
ポ
サ
ジ
デ
（
先
絡

で
の
す
ま
れ
ら
け
受
を
検
点
信
受
に
実
確

●
　

時
日
施
実5

月
23

）
月
（
日

27

）
金
（
日

前
午

9
時
30

3
時

●

先
約
予
の
検
点
診
受

　

者
信
受
ビ
レ
テ

（

１
０
５
５
・
３
３
２
・
６
２
０

）
係
策
政
報
情
課
策
政
報
情

（
77･

１
１
１
３

 

77･

０
６
０
６

）

作り方 所要時間：15～40分

あしたを支える。みんなで支える。

太陽光発電の
余剰電力買取制度にご協力を

　昨年 11 月からスタートしている「太陽光発電の余剰電力買取制度」。太陽光発電による電気のうち、使わ
なかった電気を 1㌔ワット時当たり 42 円※で 10 年間電力会社に買い取りを義務づける制度です。買い取りに
必要となる費用は、電気の使用量に応じて電気を利用する者全員で、太陽光発電促進付加金として標準家庭
で 3～ 21 円負担する「全員参加型」の制度となっています。
　この制度により日本の太陽光発電の導入量を拡大することで、エネルギーの海外依存度が高い我が国のエ
ネルギー自給率の向上や、地球温暖化対策、さらに日本の将来を支える新たな産業の育成などにも大きく貢
献できるものと期待されます。制度開始以前に比べ住宅向け太陽光発電の導入は約３倍に伸びており、設置
価格の低下も進んできています。買い取り制度の詳細については下記ホームページをご覧になるか電話でお
問い合わせください。（※買い取り価格は、１kWh当たり住宅用 42 円、非住宅用 40 円となります）
資源エネルギー庁再生可能エネルギー推進室　ホームページ http://www.enecho.meti.go.jp/kaitori
▷ 3 ～ 5 月（40570･057･333） ▷ 6 月以降（403･3501･1511）　受付時間 9：00 ～ 20：00（土日・祝日含む）
　または 生活環境課消費生活係（482･3131 682･6622）

発電した電気のうち
使わなかった電気

電気

太陽光発電促進付加金
（すべての電気利用者が負担）

買取収入
　住宅用　：42円/kWh
　非住宅用：40円/kWh
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巡回職員は身分証明書を携帯しています。

地デジ詐欺にご注意を！
　テレビの地上デジタル放送への対応やアンテ
ナ交換などを口実とした詐欺が発生しています。
手口その１　総務省やテレビ局の名前が書かれ
た手紙が届き、「地上デジタル放送切り替え助成
金」が支給されるので、手数料の支払いをする
ように書かれている。
☆このような助成金は存在せず、手数料の支払
いを求めることはありません。
手口その２　テレビ局職員、地上デジタルテレビ受
信対策員を名のる男が自宅にやってきて、受
信工事やテレビの調整代金の支払いを求める。

☆テレビ局などがこのような支払いを求めるこ
とはありません。

疑わしいときは電話して！
地デジ対応で、国やテレビ局、その他関係機関
がお金を請求することは一切ありません。身に
覚えのない工事や代金の支払い請求を受けた場
合には、下記に相談してください。
信越総合通信局情報通信部放送課
　（4026･234･9990）
安曇野警察署（472･0110） 
松本消費生活センター（435･1556）
生活環境課消費生活係（482・3131 682・6622）

⎧
｜
｜
｜
｜
｜
⎩

⎧
｜
｜
⎩
A B

大豆が入ってヘルシー、
ご飯にも良く合います。
大根おろしと刻んだ青じそを
乗せても美味しいですよ！

2月18日に行われた健康づく
りの会の様子（写真上）。
会を進行する会長の太
谷忠男さん（写
真右）の進行とユ
ーモアに、会場は終始和やか
な雰囲気につつまれました。

紹介者　山田そよのさん（穂高西小６年）とお母さんの晴美さん（穂高柏原）

アナログ放送終了まであと３カ月！〈2011 年 7 月終了〉
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5月の予定May

 おはなしムーンさんによる 11日（水） 11：00 ～ 読み聞かせ・紙芝居
 ママキッズ・ビクス 12日（木） 10：15 ～ 11：00

 育児相談 12日（木） 11：00 ～ 12：00
 リズム遊び 27日（金） 10：30 ～ 11：30

12日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場豊科公民館　小会議室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･5 月 6 日（金）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）

11日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

子育てに関する相談

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の8:30～17:15 ※電話相談も可。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日　※3～5日は除く
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

17日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※3～5日は除く
場問学校教育指導員室（明科総合支所舎内）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般  時 10:00 ～ 16:00

親の会 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談  時 14:00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル 時 9:30 ～ 16:00

 あづみ野断酒会 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談  時 14:00 ～

精神保健福祉相談  ※来所は  時 8:30 ～ 17:15

９日（月）・★ 23日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
10日（火）・★ 24日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
11日（水）・★ 25日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
12日（木）・★ 26日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
13日（金）・★ 27日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

６日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問県精神保健福祉センター（℡026-227-1810）

11・18・25日（水）　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。18日は家族会を開催。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問生活環境課消費生活係（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131・FAX82-6622）
　　※毎週火・木曜日の午前中、水曜日の午後は相談員が在駐
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

5 月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日 ★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL72-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

 チャレンジクラブ 14日（土） 10：30 ～ 11：30
 安曇野めぐり「光城山登山」 21日（土） 9：15 ～ 12：30
 要予約  ※ 10 組・登山口集合（9：15 までに）・雨天中止

 身体測定日  23日（月） 10：00 ～ 12：00
 キッズリユース広場「お下がり会」 30日（月） 10：30 ～ 11：30
 ※出品希望者は 10：30 までに来館し、物品を並べてください。

 おはなしどりぃむ 第1・2・3 水曜日 11：00 ～ 11：20 （読み聞かせ）

  こいのぼりカレー会 11日（水） 10：30 ～ 11：30
 100円  ※持ち物：ご飯・スプーン・カレー用容器（親子分）

  育児相談 17日（火） 11：00 ～ 12：00
 ママキッズ・ビクス 19日（木） 10：15 ～ 11：00
 ホイルケーキ作り 20日（金） 10：30 ～ 11：30

 要予約（電話不可） 親子で100円

 野外活動「飯盒炊さん＆宝探し」 28日（土） 10：00 ～ 12：00
 要予約 小学生150円・幼児親子200円

 絵本・紙芝居の読み聞かせ 毎週火曜日 10：30 ～ 11：00

 育児相談  ９日（月） 10：00 ～ 12：00
 ※対象：乳幼児～ 18 歳　予約制（当日も可）

 おはなしいっぱい 13日（金）・16日（月）・27日（金） 11：00 ～ 11：30
 ～読み聞かせパネルシアター他～

 あつまれ小学生！ 14日（土） 10：00 ～ 12：00
 ～楽しいお菓子作り～ 要予約  ※約 15 名　材料費

 子育てひろば 18日（水） 10：00 ～ 12：00
 木工工作 ～くるまづくり～ 19日（木） 10：30 ～ 11：30

  要予約  ※約 20 名　材料費

 おひさま農園 ※登録制 28日（土） 9：30 ～ 10：30
 ～さつまいも植え・にんじん種まき・草取り～

 さくらんぼくらぶ（0歳児）～牛乳パックのおもちゃ作り～ ※10組 10日（火）
 さくらんぼくらぶ（0歳児）～触れ合いあそび～ ※10組  24日（火）
 いちごくらぶ（1歳児）～牛乳パックのおもちゃ作り～ ※15組 11日（水）
 りんごくらぶ（2・3歳児）～遊べるこいのぼり～ ※15組  12日（木）
 いちご・りんごくらぶ（1～3歳児）～親子体操～  26日（木）

 身体測定日  ２日（月） 10：00 ～ 12：00
 端午の節句 ６日（金） 10：15 ～ 11：30

 要予約 100 円  ※親子 20 組

  育児相談 ※荒深たつ子相談員 ９日（月） 10：30 ～ 12：00
 ミニ運動会 23日（月） 11：15 ～ 11：30

 要予約 100 円  ※親子 20 組

 おはなしどりぃむ 第 2・4 月曜日 11：20 ～ 11：40 （読み聞かせ）

 端午の節句 10日（火） 10：30 ～ 11：30
 要予約 100 円  ※親子 20 組

 育児相談 ※内山房子相談員 16日（月） 11：30 ～ 12：00
 身体測定日  20日（金） 10：00 ～ 12：00

 アウトドアチャレンジ 28日（土） 9：15 ～ 13：30
 ～満願寺へいこう～ 要予約  ※小学生以上 20 組程度・詳細は児童館まで

 児童館で聞く、保育園のおはなし 31日（火） 10：30 ～ 11：30
  要予約  ※講師：保育専門指導員　木藤不二子先生

 おはなしどりぃむ 13・27日（金） 11：20 ～ （読み聞かせ）

 わらべ唄・手遊び ※内山房子先生 毎週月曜日 11：10 ～ 11：30

 お話玉手箱　 11日（水）／円盤フリスビー作り　25日（水）

 2・3 歳児…第2・3・4水曜日／1歳児…第2・3・4木曜日
 0 歳児…第2・3・4金曜日
 ※内容…中庭あそび・戸外あそび・こいのぼり製作

ひまわりの日（小学生対象）　15：45～16：30みんななかよし ※要予約　10：30 ～ 11：00

親子ふれあい広場 ※登録幼児対象　9：30 ～ 11：00

ひまわりっ子クラブ※登録児対象　10：00～12：00

 パソコンの日 ７日・21日（土） 10：00 ～ 12：00
  育児相談  13日（金） 10：30 ～ 12：00
 チャレンジクラブ 豊科高校演奏会 14日（土） 14：00 ～ 15：00
 ドッチボールの日 21日（土） 14：00 ～ 15：00
  卓球の日  28日（土） 14：00 ～ 15：00

 読み聞かせ  毎週月曜日 11：00 ～ 11：30

 こいのぼり作り　20 日（金）／リズム遊び　27 日（金）

 1歳以上児…10・24日（火）／2歳半以上児…12・26日（木）

母乳・育児相談　※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

10日㈫･24日㈫ 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
11日㈬･25日㈬ 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
12日㈭･26日㈭ 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
17日㈫  場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
19日㈭  場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

10日（火）場問中間教室ねむの木（新田神社南奥）（℡・FAX73-1624）

中間教室ねむの木 親の会 時 13:00 ～ 15:00

児童館の予定 育児相談は右頁参照　　 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

ぱくぱくらんど参加者募集！
5 月～ 9 月までの月 1 回（全 5 回）、親子でおやつ作りを行います。
対象：乳幼児親子（2 歳以上の未就園児）　10 組程度
日程：5/18・6/8・7/5・8/24・9/14　時間：10：00 ～ 11：30
費用：毎回 150 円（親 100 円・子ども 50 円）
申し込み：4/18（金）～ 5/10（火）豊科中央児童館にて受付

『堀金親子ふれあい広場』　登録親子を募集
　親子ふれあい広場は半年間の登録制で、隔週火・木曜日に年齢
ごとさまざまな活動を行います。詳しくは堀金児童館へお問い合
わせください。
①費　用：材料費等（1 回 100 円～ 200 円程度）
②対　象：堀金地域在住で１歳以上（平成23年3月末時点）の
　　　　　未就園児親子

いっしょにあそぼう 　11：00～11：30

８日㈰場問堀金老人福祉センター （℡73-5288・FAX73-5775）
15日㈰場問明科総合福祉センター「あいりす」 （℡62-2429・FAX62-5025）
29日㈰場問市社会福祉協議会本所 （℡72-1871・FAX72-9130）

1日（日） 3日（火・祝） 4日（水・祝） 5日（木・祝） 8日（日） 15日（日） 22日（日） 29日（日）
堀 内 医 院
82-3324［穂高］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

伊 藤 医 院
62-2051［明科］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

塔 の 原 内 川 医 院
81-2121［明科］

穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

柏 原 ク リ ニ ッ ク
82-7222［穂高］

須澤クリニック　
82-2993［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666［穂高］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

木 暮 医 院
77-2119［三郷］

土 屋 ク リ ニ ッ ク
71-1811［豊科］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

たかはしクリニック
77-7880［三郷］

小 山 歯 科 医 院
62-3080［明科］

天 野 歯 科 医 院
73-4182［豊科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

ちかぞえ歯科医院
88-7770［豊科］

よこさわ歯科医院
82-2121［穂高］

山 本 歯 科 医 院
72-5748［豊科］

さ と う 歯 科 医 院
81-5155［穂高］

飯 田 歯 科 医 院
73-7618［豊科］
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4 月 29 日（金・祝）
「第 28 回早春賦まつり」

午前 11時～　＜参加無料＞
場所：穂高川右岸「早春賦歌碑前」

周辺には駐車場はありません。
主催：早春賦まつり実行委員会

観光課観光振興担当
482・3131 682・6622

「第 10回早春賦まつりコンサート」
午後 1時 30分～　＜入場無料＞

場所：あづみ野コンサートホール（482・6419）
主催：あづみ野コンサートホール・早春賦愛唱会

5月4日（水・祝）
「第 7回あづみの公園早春賦音楽祭」

午前 10時～午後 4時　＜入園無料＞
場所：国営アルプスあづみの公園

　　　　【堀金・穂高地区】特設ステージ

主催：早春賦音楽祭実行委員会・早春賦愛唱会
早春賦愛唱会 482・7290、82・2395

◆オープニング：早春賦誕生百年にむけて
　♪早春賦　♪安曇野　♪ふるさとさん ほか
◆招待演奏：小中学校重唱コンクール優秀校 ほか

5 月 22 日（日）
「第26回安曇野早春賦音楽祭＝本ステージ」

午後 1時 30分～
＜前売り￥500円（高校生以下無料）＞

場所：穂高会館 講堂

唱歌『早春賦』は、大分県臼杵市出
身の作詞家吉丸一昌さんが、厳しさに
耐え春を待つおもいをうたったもの
といわれています。安曇野を愛する

曇野の春に行われる音楽祭に出掛け
てみませんか。

主催：あづみの公園早春賦音楽祭実行委員会
文化課文化振興係462・3090 662・3525

◆内容：音楽フリー広場（公募出演者のステージ）、野原でプチ
コンサート、みんなで歌うコーナー、ビリーブ合唱　ほか

◆招待演奏：小中学校重唱コンクール優秀校、中学校アンサンブ
ルコンテスト優秀校、松本コール・クンスト、松本音楽団、影
武者ほか

＜アンコール企画＞
Aステージ　♪早春賦　♪大地讃頌 ほか

★★特別ゲストステージ
Cステージ　アグネス・チャン
    ♪ひなげしの花　♪草原の輝き ほか
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新本庁舎建設に係るプロポーザルコンペ参加者を公募します
　市では、新本庁舎の基本設計を委託する業者を公募型プロポーザル・コンペ（複数の会社に企画を提案して
もらい、その中から優れた提案を行った会社を選定する方式）により選定します。参加資格があり、応募した
業者については 5月 24 日（火）に一次審査を行い、6月 30 日（木）の二次審査で最優秀者、次点者を決定します。
審査は外部審査委員を主とする委員会によって行われます（審査の様子は公開）。基本設計は、ワークショッ
プ等を開催しながら約半年かけて配置や階層、平面計画等を決定し、その後実施設計に入ります。プロポーザ
ル・コンペの実施についての詳細は、市ホームページをご覧ください。
庁舎建設推進課建設担当（471･2000 671･5000）
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市民の皆様へのお約束 （10のお約束）

利用しやすいサービスの提供をお約束します。
１. サービス内容の情報提供を積極的に行います。
２. 利用者の立場に立ったサービス提供に努めます。
３. お知らせや届け出・申請書類はわかりやすくします。
４. お客さまの個人情報はしっかりと管理します。

スピーディーな対応をお約束します。
５. お客様の時間を大切にし、お待たせしない対応を心掛けます。
６. その場でお応えできない場合は、回答期日をお伝えします。
７. 電話は 3コール以内の取り次ぎに努め、対応職員名をお伝えします。

親切で、ていねいな対応をお約束します。
８. あいさつを大切にし、お困りの方には進んで声をお掛けします。
９. わかりやすい言葉で、ていねいにご説明します。
10. 清潔な身だしなみで、礼儀正しい接遇を行います。

※「市民の皆様へのお約束」は各庁舎の窓口などに掲示してあります。

「ご相談受付票」を交付

回答をお待ちいただく場合や、他の
窓口へ訪問をお願いする場合などに
お渡しします。

年
１
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★★特別ゲストステージ
　　渡辺 しおり（ソプラノ歌手）
～渡辺しおり　きらめく歌声を早春賦の風にのせて…～
　　♪長崎の鐘
　　♪私のお父さん（ジャンニ・スキッキ） ほか

早春賦愛唱会シンボルマーク



本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL	0263-71-2000	 FAX	0263-71-5000
豊科総合支所	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4340番地	 TEL	0263-72-3111	 FAX	0263-72-8340
穂高総合支所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 TEL	0263-82-3131	 FAX	0263-82-6622
三郷総合支所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL	0263-77-3111	 FAX	0263-77-6060
堀金総合支所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL	0263-72-3106	 FAX	0263-72-4900
明科総合支所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL	0263-62-3001	 FAX	0263-62-4747
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2011.4.1現在　（ ）内は対前月比

人口 99,312人（ ＋65）

 男 48,167人（ ＋44）

 女 51,145人（ ＋21）

世帯 37,125世帯（ ＋90）

連続テレビ小説「おひさま」

第 4 週 母の秘密

４月25日（月）～30日（土）放送予定

突 然現れた母方の祖母・富
士子（渡辺美佐子）と

初めて会った陽子（井上真央）
は、一人娘だった母・紘子（原
田知世）が駆け落ちの末に良一

（寺脇康文）と夫婦になったこ
と、実家の跡取りとして茂樹（永
山絢斗）を引き取ろうとした時、
幼い春樹（田中圭）が体を張っ
て抵抗したことを聞く。そして

「太陽のような女性になれ」と
母に言っていたことを知る。一
方、春樹は一冊の詩集を真知子
に渡してほしいと陽子に託す。
※市内風景や市民エキストラの

皆さんも登場します。

ど
う
な
る
？

「
お
ひ
さ
ま
」

Ｇ
ゴールデンウィーク

Ｗは安
あん

・近
きん

・短
たん

ナビゲーターは３種のマップ
もうすぐゴールデンウィーク。今年は、安く近く短く楽しめる地元・安

曇野を巡ってみませんか？ ３種類のマップが郷土の味をご案内します。各
冊子は市商工会本所および各支所、市観光協会窓口などに設置しています。

●信州安曇野そばまっぷ　おひさまにも登場する信州そば。この冊子
は、市内そば店など58店舗をご紹介します。

●おひさま御前まっぷ　おひさま御前は、そば素材と地元特産素材を
盛り込んだおもてなし料理。各店が工夫を凝らしたメニューをご案内します。

●信州サーモン丼・料理まっぷ　県水産試験場が約10年もの歳月を
かけ開発した信州サーモン。安全で味わい豊かな安曇野の特産品をご賞
味ください。

発行：おひさま推進協議会


